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Ⅰ　アンケート調査の概要

１．調査目的

　本調査は、第４次三鷹市基本計画第２次改定（１次案）に対する市民の意見を把握し、同計画２

次案や今後の施策への反映に向けた検討材料とすることを目的として実施したものである。

２．調査設計

■調査対象及び調査手法

　令和元年10月13日発行の広報特集号と同時に回答用はがきと質問内容が一緒に掲載されて

いるアンケート用紙を全戸配布した。

　回答は、はがきのほか、ＦＡＸ、電子メール等でも受け付けた。

■調査期間

　令和元年10月13日（日曜日）から11月1日（金曜日）まで

３．調査項目

（１）回答者の基本属性

・年齢

・居住地区

・三鷹市居住年数

（２）第４次基本計画第２次改定（１次案）において重点的に取り組むべき課題(２つまで選択)

（３）「質の高い防災・減災まちづくり」を進めていく上でのアイデア

（４）第４次基本計画第２次改定（１次案）に関する意見

４．回収結果

有効回収数： 2,319件（はがき2,232件、封筒1件、ＦＡＸ69件、電子メール17件）

５．報告書の見方

（１）比率はすべて百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのため、百分率

の合計が100％にならないことがある。

（２）複数回答の場合、百分率の合計は通常100％を超える。

（３）回答選択肢は、短縮して表記している場合がある。

（４）属性別の分析にあたっては、各属性サンプル数が少数(30未満)の場合には、的確に分析が

できないため参考程度の扱いとする。
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Ⅱ　調査結果の概要

（１）第４次基本計画第２次改定（１次案）において重点的に取り組むべき課題について

・ ８つの課題は、回答者全体で３つのグループを形成した。

トップグループは、「希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる」、「安全とうるおい

のある快適空間のまちをつくる」の２つの課題である。

「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる」、「人と自然が共生できる循

環・環境のまちをつくる」がそれに続き、それ以外の４つの課題はそれらに大きく離されて

いる。

・ 年齢別では、子育て期である２０代～４０代では「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支

援のまちをつくる」が高く、特に３０代では７２．３％に達する。

７０代以上では、「希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる」が高く、この課題は年

齢が上がるに連れ高くなる傾向にある。

上記の年齢別の傾向が反映されていると思われるが、居住年数別では１０年未満の層は「い

きいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる」が高く、３０年以上では「希望と

安心にみちた健康・福祉のまちをつくる」が高い。　

（２）「質の高い防災・減災まちづくり」を進めていく上でのアイデアについて

・ 実査期間中に強い台風が上陸したということもあり、たくさんの記述をしていただいた（回

答率６６．２％）。

また、『安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる』に関する記述が1,000件強を占め、

その中の主だった意見として「電柱の地中化」や「道路関連（拡張希望等）」に関する意見

が多かった。

（３）第４次基本計画（第２次改定）１次案に関する意見について

『第３部　安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる』に関する記述がトップであり、

中でも「安全で快適な道路の整備」、「住環境の改善」、「都市交通環境の整備」について

の意見が多く見られた。

第３部に続き多かったのは『第２部　魅力と個性にあふれた情報・活力のまちをつくる』、

『第８部　ふれあいと協働で進める市民自治のまちをつくる』、『第６部　いきいきと子ど

もが輝く教育・子育て支援のまちをつくる』、『第５部　希望と安心にみちた健康・福祉の

まちをつくる』であった。
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Ⅲ　調査結果

１. 基本属性

(１)  年齢

　回答者の年齢構成比は、７０代が最も高く、唯一２０％以上（２３．２％）であり、

次いで６０代（１７．８％）、５０代（１６．０％）の順となっている。

　前回比較では４０代（１４．７％）、５０代（１６．０％）が各２ｐｔ以上増加して

いる。

　また、前回同様６０代以上の高年齢層の意見が多い（５５．１％）ものの、前回比較

ではその構成比は微減（－４．５ｐｔ）となっている。

図表Ⅲ－１－１　年齢（単一回答）

0.2 %

2.4 %

8.4 %

14.7 %

16.0 %

17.8 %

23.2 %

14.1 %

3.2 %

0.1 %

2.4 %

9.4 %

12.3 %

13.3 %

19.0 %

25.0 %

15.6 %

2.8 %

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１０代以下

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代以上

無回答

今回 (n=2,319)

前回 (n=2,925)
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(２)  居住年数

　回答者の居住年数構成比は、「３０年以上」（４２．９％）が最も高い。

　「１０年以上２０年未満」（１５．９％）、「２０年以上３０年未満」（１２．５％

）、「５年以上１０年未満」（１０．４％）が、それに次ぎ１０％以上を占めている。

一方、「３年未満」（８．５％）、「３年以上５年未満」（５．８％）は１０％未満と

いう結果である。

　「３０年以上」が４２．９％を占めるものの、前回比較では２．８ｐｔ減であり、他

との比較で増減率が最も高い。

図表Ⅲ－１－２　居住年数（単一回答）

8.5 %

5.8 %

10.4 %

15.9 %

12.5 %

42.9 %

1.3 %

2.7 %

9.2 %

5.0 %

8.6 %

17.3 %

11.1 %

45.7 %

1.0 %

2.1 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

３年未満

３年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上２０年未満

２０年以上３０年未満

３０年以上

その他

無回答

今回 (n=2,319)

前回 (n=2,925)
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(３)  居住地区

　回答者の居住地区構成比は、下連雀（２３．５％）が最も高く、次いで上連雀（１５

．４％）、牟礼（１０．７％）の順となっている。

　前回調査と比較すると上連雀がやや増加（３．６ｐｔ）しており、井の頭（－３．０

ｐｔ）・新川（－２．５ｐｔ）がやや減少している。

図表Ⅲ－１－３　居住地区（単一回答）

8.8 %

10.7 %

3.6 %

7.8 %

7.5 %

5.5 %

15.4 %

23.5 %

2.7 %

7.1 %

4.3 %

0.1 %

3.1 %

11.8 %

11.6 %

3.9 %

10.3 %

6.6 %

4.4 %

11.8 %

22.1 %

3.2 %

7.6 %

4.3 %

0.1 %

2.4 %

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

井の頭

牟 礼

北 野

新 川

中 原

井 口

上連雀

下連雀

野 崎

大 沢

深大寺

市 外

無回答

今回 (n=2,319)

前回 (n=2,925)
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２. 第４次基本計画第２次改定（１次案）において重点的に取り組むべき課題

【問１】 第４次三鷹市基本計画第２次改定（１次案）で掲げる８つの施策のうち

今後市が重点的に取り組むべきと思う項目を２つ選んでください。

　重点的に取り組むべき課題は、概ね３グループが形成されている。

　４０％以上のトップグループは、「希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる」

（４１．７％）、「安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる」（４０．６％）

である。

　「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる」（３３．８％）、

「人と自然が共生できる循環・環境のまちをつくる」（３３．７％）が３０％台で続き、

上記以外の４つの課題は１５％未満という順になっている。

（複数回答、n=2,319）

注）回答者全体(n=2,319)の結果で高い順に並べ替えた

図表Ⅲ－２－１　第４次基本計画第２次改定（１次案）において重点的に取り組むべき課題

41.7 %

40.6 %

33.8 %

33.7 %

14.3 %

13.6 %

10.5 %

8.6 %

1.1 %

0% 10% 20% 30% 40% 50%

希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる

安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる

いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる

人と自然が共生できる循環・環境のまちをつくる

創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちをつくる

魅力と個性にあふれた情報・活力のまちをつくる

世界に開かれた平和・人権のまちをつくる

ふれあいと協働で進める市民自治のまちをつくる

無回答
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(１)  年齢別

　年齢別では、２０代～４０代は「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちを

つくる」が各層４０％以上と高く、特に３０代では７２．３％を占めている。

　４０代～５０代は、「安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる」が各４０％以

上を占めている。

　７０代、８０代以上は、「希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる」が各５０

％以上と最も高くなっていると同時に、年齢が上がるに連れ、回答の割合が高くなる傾

向にある。

図表Ⅲ－２－２　第４次基本計画第２次改定（１次案）において重点的に取り組むべき課題（年齢別）
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(２)  居住年数別

　居住年数別では、１０年未満の層は「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のま

ちをつくる」が各４０％以上を占めている。

　特に３年未満は６０．６％と最も高くなっており、回答者全体より２６．８ｐｔ高い。

　３０年以上では、「希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる」が４９．１％を

占めている。

図表Ⅲ－２－３　第４次基本計画第２次改定（１次案）において重点的に取り組むべき課題（居住年数別）
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(３)  居住地区別

　居住地区別で見ても、回答者全体の結果におけるトップ４のポジションに大きな変動

はない。

　新川、中原、大沢の「希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる」は、回答者全

体と比較して５ｐｔ以上高い。

　他の課題では、牟礼の「安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる」、「いきい

きと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる」、北野、井口の「人と自然が共生

できる循環・環境のまちをつくる」も同様の傾向である。

図表Ⅲ－２－４　第４次基本計画第２次改定（１次案）において重点的に取り組むべき課題（居住地区別）
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(４)  課題別まとめ

■「希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる」(回答者全体結果41.7%）

： 年齢が上がるに連れ高まる傾向。７０代以上の各層では５０％以上。

： ２０年以上の各層で４０％以上。特に３０年以上では４９．１％。

： 新川、中原、大沢で４５％以上。井口が最も低く３５．９％。

■「安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる」(回答者全体結果40.6%）

： ４０代、５０代、６０代で４０％以上。

： ５年以上１０年未満が最も高く４６．９％、３年未満は３５．９％に止まる。

： 牟礼が最も高く４５．７％。野崎が最も低く３０．６％。

■「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる」(回答者全体結果33.8%）

： ２０代、３０代、４０代で４０％以上。特に３０代では７２．３％。

： １０年未満の各層で４０％以上。特に３年未満では６０．６％。

： 牟礼が最も高く３８．９％。北野のみ２０％台（２６．５％）。

■「人と自然が共生できる循環・環境のまちをつくる」(回答者全体結果33.7%）

： ２０代、３０代では２５％前後だが、４０代以上の各層では３０％以上。

： ５年未満の各層では２０％台に止まる。

： 北野のみ４０％台（４４．６％）で最も高い。

■「創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちをつくる」(回答者全体結果14.3%）

： 各層で１５％前後。

： 各層で１５％前後。

： 野崎のみ２０％台（２１．０％）で最も高い。

■「魅力と個性にあふれた情報・活力のまちをつくる」(回答者全体結果13.6%）

： 各層で１５％前後。

： 各層で１５％前後。

： 大沢のみ１０％未満（８．５％）で最も低い。

■「世界に開かれた平和・人権のまちをつくる」(回答者全体結果10.5%）

： ３０代、４０代では５％台に止まる。

： ３年以上１０年未満の各層では５〜６％台に止まる。

： 大沢が最も高く１７．６％。北野が最も低く４．８％。

■「ふれあいと協働で進める市民自治のまちをつくる」(回答者全体結果8.6%）

： ３０代では３．６％だが、８０代以上は１２．５％。８．９ｐｔ差。

： ３０年以上が最も高く１０．４％。

： 中原が最も高く１２．７％。牟礼が最も低く４．９％。

居住年数別

年 齢 別

年 齢 別

居住年数別

居住地区別

年 齢 別

居住年数別

居住地区別

居住地区別

年 齢 別

居住年数別

居住地区別

年 齢 別

居住年数別

居住年数別

居住地区別

居住地区別

年 齢 別

居住年数別

居住地区別

年 齢 別

居住年数別

居住地区別

年 齢 別
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３. 「質の高い防災・減災まちづくり」を進めていく上でのアイデア

【問２】 第４次三鷹市基本計画第２次改定（１次案）では、東日本大震災や度重なる

異常気象による大規模災害を踏まえ、優先課題として「質の高い防災・減災

まちづくり」を掲げています。

この「質の高い防災・減災まちづくり」を進めていく上でのアイデアがあり

ましたら、ご自由にお書きください。

　『安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる』に関する記述が1,000件強あった。

　その内の主だった意見として「電柱の地中化（203件）」や「道路関連（拡張希望等）

（184件）」に関する意見が目を惹く。

　次点では『魅力と個性にあふれた情報・活力のまちをつくる』で425件であった。

（自由回答、n=2,124※）

図表Ⅲ－３－１　「質の高い防災・減災まちづくり」を進めていく上でのアイデア

※回答件数は1,536件

ただし、１件の回答

内に複数の回答があ

る場合には、各項目

にカウントしてい

る。
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４. 第４次基本計画第２次改定（１次案）に関する意見

【問３】 第４次三鷹市基本計画第２次改定（１次案）に関するご意見等がありまし

たら、ご自由にお書きください。

　『第３部　安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる』に関する記述が540件で

トップであった。

　主だった意見として、「安全で快適な道路の整備（139件）」、「住環境の改善（132

件）」、「都市交通環境の整備（105件）」があり、各100件以上の意見が寄せられた。

また、問２の＜「質の高い防災・減災まちづくり」を進めていく上でのアイデア＞から

の流れを受けての記述も多く見られた（詳細は、次ページ参照）。

　第３部に続いては『第２部　魅力と個性にあふれた情報・活力のまちをつくる（271

件）』、『第８部　ふれあいと協働で進める市民自治のまちをつくる（236件）』、

『第６部　いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる（225件）』、

『第５部　希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる（212件）』の順となっている。

（自由回答、n=1,723※）

図表Ⅲ－４－１　第４次基本計画第２次改定（１次案）に関する意見

※回答件数は1,357件

ただし、１件の回答内に複数の回答がある場合には、各項目にカウントしている。
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（自由回答、n=1,723）

図表Ⅲ－４－２　第４次基本計画第２次改定（１次案）に関する意見
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